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令
和
四
年
物
故
者

 

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

〈
千
手
院
〉

・
武
田
　

ト
キ
殿
　

・
冨
樫
ま
さ
よ
殿

・
後
藤
ふ
み
ゑ
殿

〈
所
　

部
〉

・
武
田
　

進
　

殿
　

・
武
田
　

富
雄
殿

・
坂
野
　

昇
　

殿
　

・
増
子
　

茂
　

殿

〈
馬
　

形
〉

・
小
笠
原
健
一
殿
　

・
小
笠
原
　

尚
殿

・
荒
瀬
　

和
雄
殿
　

〈
南
　

院
〉

・
伊
藤
　

さ
の
殿

〈
川
原
町
〉

・
上
野
美
智
子
殿

〈
宮
　

崎
〉

・
丸
山
　

巌
　

殿
　

・
丸
山
　

三
郎
殿

〈
地
蔵
堂
〉

・
布
施
た
け
の
殿
　

〈
中
地
蔵
〉

・
佐
藤
　

友
昭
殿
　

・
佐
藤
ミ
サ
ヲ
殿

長年の
 奉仕活動に感謝!!

　令和４年生まれ

　

〈
中
地
蔵
〉

 

・
冨
　

樫
　

眞
一
郎 
氏 
長
男

　
　
　

慈い
つ

　

生き
　

さ
ん

お誕生お誕生
    おめでとう!!    おめでとう!!

　

〈
中
地
蔵
〉

 

・
小
　

屋
　
　

聖 

氏 

長
女

　
　
　

夕ゆ
　

桜お
　

さ
ん

　

〈
中
地
蔵
〉

 

・
奥
　

山
　

祐
　

司 

氏 

長
男

　
　
　

隆
り
ゅ
う

　

成せ
い

　

さ
ん

おめでとうおめでとう

水
　

野
　
　

徹 　
　
　

　
　
　
　

み
さ
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
川
原
町
〉

東
海
林
　

光
　

儀 　
　
　

　
　
　
　

美
佐
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
南
　

院
〉

石
　

川
　

進
　

一 　
　
　

　
　
　
　

麗
　

子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
中
地
蔵
〉

小
笠
原
　

正
　

志 　
　
　

　
　
　
　

貴
　

子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　

〈
南
　

院
〉

矢
　

萩
　

昭
　

夫 　
　
　

　
　
　
　

由
貴
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
南
　

院
〉

金金婚婚ささ
んん

花笠まつり、いも煮会フェスティバル通常開催

感  

謝  

状 

・
民
生
委
員
児
童
委
員
感
謝
状
　

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

滝
口
　

節
子
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

佐
藤
　

恒
也
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

安
藤
　

惠
一
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

増
子
　

和
宏
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　

後
藤
　

政
悦
（
千
手
院
）

　老人クラブ「宝寿会」によるボランティア清掃
が令和４年度で終了した。お疲れ様でした!!

【
山
形
市
立
山
寺
小
学
校
】

※
第
64
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

　

入
選
　

小
１
　

小
野
　

凛
空

　

入
選
　

小
１
　

藤
山
　

梁
太

　

入
選
　

小
１
　

安
岡
　

陽
太

※
第
33
回
山
形
県
少
年
少
女
俳
句
大
会

　

小
学
生
の
部
　

尾
花
沢
市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　

小
３
　

遠
藤
　

真
太
朗

【
山
形
市
立
山
寺
中
学
校
】

※
第
65
回
全
国
俳
句
山
寺
大
会

　

中
学
生
の
部

　

特
選
（
牧
靜
選
）（
阿
部
月
山
子
選
）

　
　
　
　

中
１
　

有
路
　

来
空

　

特
選
（
鈴
木
正
子
選
）

　
　
　
　

中
１
　

山
田
　

梨
夢

※
第
68
回
青
少
年
読
書
感
想
文
山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
良
　

中
１
　

山
田
　

梨
夢

※
第
62
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

　

男
子
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　

１
位
　

中
２
　

松
田
　

征
也
（
東
北
大
会
出
場
）

　

男
子
200
ｍ
自
由
形

　

７
位
　

中
２
　

松
田
　

征
也

表
彰 

お
め
で
と
う
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編
集
後
記

毎年発行予定・保存しておきましょう。

★
新
型
コ
ロ
ナ
の
変
異
株
が
次
々
と
発
生

し
そ
の
勢
い
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
一
瞬

の
隙
を
突
い
て
拡
大
を
続
け
て
い
る
今
日

こ
の
頃
、
生
き
づ
ら
い
日
々
だ
と
思
っ
て

き
た
★
生
活
慣
習
等
は
突
き
崩
さ
れ
、
人

間
関
係
を
も
壊
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
★
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ

い
、
宝
珠
の
し
ず
く
第
27
号
の
編
集
を
始

め
て
み
た
ら
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
目
が
く
ら
み
、
跳
ね
返
す
力
の

こ
も
っ
た
活
動
を
見
逃
す
と
こ
ろ
だ
っ
た

★
力
の
入
っ
た
記
事
で
編
集
で
き
た
。
さ

す
が
山
寺
だ
と
感
じ
た
。
★
来
年
度
も
、

ま
た
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
湧
い
て

き
た
。

★
編
集
委
員

新
関 

孝
夫
　

後 

藤
　

久
　

伊 

藤
　

忠

石
川 

進
一
　

佐
藤 

正
紀
　

渡 

辺
　

尊

遠
藤
ま
き
子

 アルミ缶で介護用の アルミ缶で介護用の
　　　　 テーブルを贈呈　　　　 テーブルを贈呈

＝
東
京
農
業
大
学
応
援
団
＝

〝
だ
い
こ
ん
踊
り
応
援
披
露
〞

第
71
回
全
国
へ
き
地
教
育　

　
　
　
　

研
究
大
会
山
形
大
会

山寺小中学校へ全国からエール !!
　

令
和
４

年
９
月
30

日（
金
）に

第
71
回
全

国
へ
き
地

教
育
研
究

大
会
山
形

大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

山
形
県

で
の
開
催

は
、
昭
和

59
年
度
の

第
33
回
大
会
以
来
38
年

ぶ
り
で
、
山
寺
小
中
学

校
の
高
木
校
長
が
実
行

委
員
長
を
務
め
た
。

　

「
人
間
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
山
形

の
未
来
を
ひ
ら
く
、
た
く
ま
し
い
子

を
育
て
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

山
形
県
８
校
の
へ
き
地
、
複
式
、
小

規
模
校
の
授
業
公
開

　

等
を
実
施
。

　

令
和
４

年
９
月
３

日
（
土
）

の
山
寺
小

中
秋
季
大

運
動
会
に

〝
だ
い
こ

ん
踊
り
〟

で
有
名
な

東
京
農
業

大
学
応
援
団
総
勢
30
名
の
皆
さ
ん
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。

　

様
々
な
応
援
を
披
露
さ
れ
、
そ
の

一
糸
乱
れ
ぬ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
、
山
寺
に
向

け
て
の
力
強
い
エ
ー
ル

に
感
動
の
嵐
。

　

最
後
に

応
援
で
使

用
し
た
大

根
が
観
客

席
の
保
護

者
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。

　

団
員
の

方
々
の
今

後
の
活
躍

に
期
待
！

　

山
寺
小
中
は
１

校
時
に
伝
統
芸
能

活
動〝
山
寺
物
語
〟

と
〝
磐
司
太
鼓
〟

を
発
表
。
２
校
時

に
は
小
１
年
か
ら

中
３
年
ま
で
の
７

つ
の
教
科
の
授
業

を
公
開
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の

生
き
生
き
し
た
姿

や
お
も
て
な
し
の

心
に
、
全
国
各
地

か
ら
来
校
し
た
約

90
名
の
方
々
か
ら
、

賞
賛
の
声
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

　山寺中生徒会が中心となり取り組んできた『アルミ
缶回収』の収益金で、「介護用オーバーベッドテーブル」
がサニーヒル山寺へ１台贈呈された。
　〈年々生徒数が減少してきたため、アルミ缶回収を
地域の方々からも協力を得ることができた〉

マ
ル
シ
ェ
売
り
上
げ

マ
ル
シ
ェ
売
り
上
げ

　
　
　

　
　
　

  

愛
の
事
業
団
へ

愛
の
事
業
団
へ

山
寺
小
五
年
生

　

山
寺
小
５
年
生
５
人
と
そ
の
保
護
者

ら
が
、
古
本
約
300
冊
を
出
品
し
販
売
。

全
額
を
山
新
愛
の
事
業
団
へ
寄
付
し

た
。
子
ど
も
達
は
「
少
し
で
も
社
会
の

役
に
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
。」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
た
概

〈歩行者天国 山寺マルシェで販売〉

“磐司祭、シシ踊りフェスティバル”３年ぶりに開催
（令和４年８月７日）




